
生活指導を軸にして

生活の技術を小さい人たちの
自発心に訴えて学ばせること—
手を洗ったり、歯をみがいたり、
顔を洗ったり、髪をとかしたり、
ごはんを食べたり、きものを着る
ことなど、すべての生活は生活
指導の大事な対象になります。

動物を飼ったり、
花を育てたりすること

ここではただ自然科学的な研究
心を育てるばかりでなく、子どもた
ちが正しくものを見、愛するよろこ
びを感じ、また根気づよさとか、勤
労の意味を知るのです。

美術や音楽

いわゆる美術のための美術、工作
のための工作でなく、生活と結び
ついているところに特色があるで
しょう。
音楽ももちろん、何か特技をつけ
ておけば得だというようなこととはち
がって、耳の感覚を養います。

幼児教育はもっと生活に即して

友だちとの楽しい励み合いの生活の中で、幼くても自分ででき
ることは責任を持ってすることや、本物にふれる体験をしていく
ことにより、子どもたちの力と感性が育まれていきます。そして友
だちと過ごす中で協力の楽しさを知り、自分のことも顧みるなど、
家では得られない経験を重ねていくうちに、心も豊かになります。

集団生活の中で

子ども同士のなかでは、相当こみ
いったことが、かえってピンとくるとい
うことが多いのです。
幼児は、直感的で、具体的なも
のから学ぶのが自然です。

羽仁説子「幼児教育はもっと生活に即して」（一）・（二）『婦人之友』1959年7月・8月号より
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子どもたちは、
自身が体験したこと、

感じたことを
絵に描いたり、

歌にしたりしました。

美 術



みんなで合奏

色々な楽器の音を楽しみます♪

音 楽






